
★ グリーン・デジタル　デジタル技術を活用し、環境負荷低減と経済成長の両立を目指す取り組み
　 GX、グリーントランスフォーメーションとも言われる豆ちしき

★ GIGAスクール構想　児童生徒のために１人１台 の端末と高速大容量の通信ネットワークを整備する計画のこと
★ ICT　情報通信技術（Information and Communication Technology）の略で、インターネットなどを使って情報をやりとりする技術のこと

豆ちしき

3
月
定
例
会
で
は
4
会
派
が
大
綱
質
疑
、

１
会
派
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

大
綱
質
疑
・

質
疑

大
綱
質
疑
・

質
疑
Check！Check！

施
政
方
針

人
口
減
少
の
中
で
何
を
ど
う
見
定
め
た

の
か
伺
う
。

産
業
、教
育
、福
祉
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
課
題
に
対
し
て
必
要
な
政
策
に
優

先
順
位
を
付
け
、予
算
案
と
し
て
提
案
し
た
。

三
条
市
立
大
学
１
期
生
の
就
職
状
況
と

学
科
の
新
設
に
つ
い
て
伺
う
。

現
時
点
で
74
名
が
卒
業
し
、就
職
し
た

62
名
の
う
ち
９
名
が
燕
三
条
地
域
で
就

職
。市
内
企
業
に
は
、謙
遜
せ
ず
、積
極
的
に

自
社
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。グ★

リ
ー
ン
・
デ
ジ
タ
ル
学
科
は
、大
学
側
で
文
部

科
学
省
の
補
助
金
を
活
用
し
、創
設
の
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

済
生
会
新
潟
県
央
基
幹
病
院
の
開
院
か

ら
１
年
。後
方
支
援
の
地
域
密
着
型
病

院
や
市
内
医
療
機
関
へ
の
影
響
を
伺
う
。

救
急
医
療
機
能
が
集
約
し
、役
割
分
担

が
行
わ
れ
、市
外
に
紹
介
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
基
幹
病
院
で
受
け
入
れ

可
能
と
な
り
、一
定
の
成
果
が
出
て
い
る
。

い
い
湯
ら
て
い
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ

い
て
伺
う
。

い
い
湯
ら
て
い
は
必
要
最
低
限
の
改
修
、

道
の
駅
漢
学
の
里
し
た
だ
は
い
い
湯
ら

て
い
敷
地
内
へ
の
移
転
を
前
提
に
調
査
す
る
。

教
育
環
境
整
備
の
成
果
は
ど
う
か
。

全
教
室
へ
の
冷
房
の
設
置
、無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
整
備
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
を
行
っ

た
。Ｇ★
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く

Ｉ★
Ｃ
Ｔ
化
、小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
、子
ど

も
た
ち
の
社
会
性
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

未
来
の
学
校
検
討
委
員
会
の
提
言
に
基

づ
く
し
た
だ
の
郷
学
園
区
域
の
今
後
は

ど
う
か
。

保
護
者
や
地
域
の
方
と
意
見
交
換
す
る

懇
談
会
を
、５
つ
の
小
学
校
区
で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
す
る
。統
廃
合
と
の
判
断
に
至
っ

た
場
合
は
、準
備
の
た
め
の
合
議
体
を
速
や

か
に
立
ち
上
げ
た
い
。

廃
止
、統
合
す
る
公
共
施
設
は
あ
る
の

か
。

現
時
点
で
は
な
い
。

市
長
は
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
基
は
人

で
あ
り
、そ
の
能
力
を
伸
ば
し
、生
か
す

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
発
展
と
成
長
を
支
え

る
と
言
っ
て
い
る
。そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、市

民
総
合
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
で
は
な
く
、

市
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

窓
口
業
務
の
民
間
委
託
に
よ
り
、繁
忙

の
状
況
に
対
応
し
て
、必
要
な
人
材
を

無
駄
な
く
柔
軟
に
配
置
で
き
る
。ま
た
、プ
ロ

人
材
の
配
置
で
人
材
育
成
コ
ス
ト
が
不
要
な

こ
と
か
ら
、経
費
を
抑
え
、安
定
し
た
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
期
待
で
き
る
。

新
た
に
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、出
産
後
ど
の

く
ら
い
の
期
間
を
対
象
に
す
る
の
か
。ま
た
、

ど
の
よ
う
な
人
が
訪
問
す
る
予
定
な
の
か
。

新
た
に
実
施
す
る
訪
問
型
産
後
ケ
ア
事

業
に
つ
い
て
は
、出
産
後
１
年
未
満
の

母
子
を
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。実
施
に

当
た
っ
て
は
、開
業
助
産
師
等
へ
の
委
託
を
考

え
て
お
り
、現
在
３
名
の
助
産
師
か
ら
協
力

が
得
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

家
事
等
の
援
助
を
行
う
家
事
・
育
児
支

援
事
業
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

産
後
ケ
ア
同
様
、対
象
と
し
て
出
産
後
ど
の

く
ら
い
の
期
間
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。支
援

事
業
を
行
う
事
業
者
ま
た
は
支
援
者
は
ど
の

よ
う
な
人
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

支
援
期
間
は
、産
後
に
限
ら
ず
、各
家
庭

の
状
況
に
応
じ
て
定
め
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
る
が
、お
お
よ
そ
１
ケ
ー
ス
当
た
り
週

２
回
、３
カ
月
程
度
。支
援
事
業
は
、訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
委
託
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

「
三
条
産
果
物
の
魅
力
を
引
き
出
し
て

い
た
だ
く
事
業
者
等
と
の
連
携
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
。

三
条
産
果
物
の
認
知
度
や
競
争
力
の
向

上
に
向
け
、首
都
圏
の
パ
テ
ィ
シ
エ
と
連

携
し
、三
条
産
果
物
を
使
用
し
た
創
作
ス

イ
ー
ツ
の
販
売
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
、プ

レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、さ
ら
な
る
連
携
先
の
拡
大
や
内
容
の
充

実
を
図
る
。令

和
７
年
度

三
条
市
一
般
会
計
予
算

議
第

１
号行

財
政
改
革
の
具
体
的
な
手
法
は
ど
う

か
。

歳
出
は
、公
共
施
設
の
最
適
化
、Ｉ★
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
に
よ
る
人
件

費
削
減
等
。歳
入
は
、使
用
料
や
手
数
料
の
見

直
し
、遊
休
財
産
の
売
却
等
。

第
７
款
商
工
費
。工
場
等
遮
熱
断
熱
促

進
補
助
金
の
補
助
率
や
補
助
限
度
額
の

内
容
は
ど
う
か
。

遮
熱
ま
た
は
断
熱
効
果
の
向
上
を
目
的

と
し
て
行
う
、工
場
や
倉
庫
な
ど
の
屋

根
、壁
、天
井
の
工
事
に
対
し
て
交
付
す
る
も

の
で
、１
０
０
万
円
を
超
え
る
工
事
の
４
割

を
補
助
し
、限
度
額
は
面
積
に
応
じ
て
最
大

２
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

会 派 所 属 議 員 　　　　※○：会派の代表者

清 風 会
○西川重則　　山田富義　　岡田竜一
　酒井　健　　馬場博文　　白鳥　賢
　岡本康佑　　西村邦明　　竹山嘉一

自 由 ク ラ ブ
○阿部銀次郎　佐藤和雄　　武石栄二
　森山　昭　　野嵜久雄　　藤家貴之
　内山信一

日本共産党議員団 ○小林　誠　　坂井良永　　武藤元美

公 明 党 議 員 団 ○燕　幸男　　笹川信子

無 所 属 　長橋一弘

議 案 賛 否 一 覧   　 ○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

会　　　派　　　名
（下段は所属議員数）

　　　議　　　案

清

風

会

自
由
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

無

所

属

議

決

結

果区分 番号 件　　名 概　　　　　要 審査した委員会 9 7 3 2 1

予　

算

議第22号 令和６年度三条市一般会計補正
予算

令和６年度の過疎対策事業債について追加配分を受けることが
可能とされたことを受け、有利な財源を確実に活用するため、令和
７年度の過疎対策事業債活用予定事業の一部を前倒しして実施
することに伴い、必要な予算措置を行うもの
補正額　　　　　      2,983万1,000円
補正後の額　　616億5,319万6,000円

総務文教常任委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第23号 令和７年度三条市一般会計補正
予算

令和６年度の過疎対策事業債について追加配分を受けることが
可能とされたことを受け、有利な財源を確実に活用するため、令和
７年度の過疎対策事業債活用予定事業の一部を前倒しして令和
６年度予算に改めて計上することに伴い、 必要な予算措置を行う
もの
補正額　　　　　   △2,983万1,000円
補正後の額　　519億5,316万9,000円

総務文教常任委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第24号 令和６年度三条市一般会計補正
予算

国の補正予算による交付金を活用し、介護サービス事業者が行う
介護施設の防災体制の強化に対して交付金を交付するため、必要
な予算措置を行うもの
補正額　　　　　      　        770万円
補正後の額　　616億6,089万6,000円

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

報　

告

報第１号
専決処分報告について
（令和６年度三条市一般会計補
正予算）

国の補正予算による物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
を活用して行う、市民税非課税世帯に対する給付金の給付および
生活困窮世帯に対する灯油購入費の助成に要する経費について、
必要な予算措置を行ったもの
補正額　　　　    2億9,206万1,000円
補正後の額　　563億3,496万4,000円
専決処分日　　令和７年１月27日

総務文教常任委員会
市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

報第２号
専決処分報告について
（令和６年度三条市一般会計補
正予算）

今冬の降雪に伴い不足が見込まれる除排雪経費について、必要な
予算措置を行ったもの
補正額　　　　             1億8,000万円
補正後の額　　565億1,496万4,000円
専決処分日　　令和７年２月13日

総務文教常任委員会
経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

 〔議員発案〕

条　

例
議員発案
第１号

三条市議会の個人情報の保護に
関する条例の一部改正について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律の一部改正等に伴い、規定の整理を行うため、必要な
改正を行うもの
施行期日：令和７年４月１日

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

意
見
書
議員発案
第２号

刑事訴訟法の再審規定（再審法）
の改正を求める意見書の提出に
ついて

速やかな再審の開始と再審における手続きの整備のため、再審法
を改正するよう要請する意見書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

 〔請　　願〕

請
願

請 願
第14号

刑事訴訟法の再審規定（再審法）
の改正を求める請願

速やかな再審の開始と再審における手続きの整備のため、再審法
を改正するよう要請する意見書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採択

本会議最終日　採決の様子本会議最終日　採決の様子
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